
尾張旭市監査公表第２１号 

令和６年４月２６日付け尾張旭市監査公表第１５号をもって公表した定例監査結果

報告について、令和６年５月９日付け６健第８１号で市長から措置を講じた旨の通知

がありましたので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１４項の規

定により次のとおり公表します。 

令和６年５月３０日 

 

尾張旭市監査委員 山 田 義 浩      

 

 

                   尾張旭市監査委員 大 島 も え      

 

 

健康福祉部健康課 

監 査 の 指 摘 事 項 措 置 状 況 

随意契約ガイドラインでは、随意契約

を締結する場合、予定価格が尾張旭市契

約規則（以下「規則」という。）第２５

条に定める金額を超えるときは、随意契

約の内容の公表を行うこととしている

が、予防接種（集団接種）業務委託、予

防接種（個別接種）業務委託において、

予定価格が同条に定める金額を超えるに

もかかわらず、公表が行われていない。

公表の事務として「随意契約の内容の公

表」の作成及び総務部総務課への電子デ

ータでの送付が必要である。 

随意契約の内容の公表を行いました。

当該事務に関するフォルダ内に「公表を

行うこと」を明記し、担当者への注意喚

起を行いました。今後は、契約締結後、

ホームページ上に掲載されているかを上

司（係長）が、毎月末に確認することを

徹底します。 

規則第３８条では、相手方と協議して

契約の内容を変更することができるとし

ているが、予防接種（個別接種）業務委

託において、契約内容の変更に係る相手

方との協議を証するものが作成されてい

ない。 

相手方と協議を行った際の日時、場

所、出席者、協議内容について記録を書

面で残すようにします。契約変更に関す

る知識が不足しており、情報共有が十分

にできていなかったため、係員全員で情

報共有を行う習慣をつけていきます。 

 

 


